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通　俗　講　演

最近十年間の天話劇の進歩
　　（本會創立満十年記念講演曾）

會長　理學博士　　山　　：本　　一　　清

　　　　（第140頁よ塀費き）

　モダン天文學の，其の尖端に立つ山回物理學は，渦去十年間に於いて，

學界にも稀に見るやうな大忌展を山けました．

　まつ，太陽研究の歌況から申しませう．　太陽物理の研究中，最も大切

な事の一つは黒鮎の観察であります．太陽三二は過去十年間に於いて，一

回の極小（1913年の夏）と一回の極大（1928年）とを表はしましナこ．之れ

等の事情は，前世紀中頃からスヰス國チウリヒ大學天文毫で行はれてるる

ヲルフア氏等の畿表します「相劃激」整理の結果でありますが，しかし，

同じ黒鮎数の観測は，我が日本に於いても，天文同好會の事業として會の

創立當初から行はれ，殊に長野縣の三澤勝衛氏が1921年から始められた観

測は今日も筒ほ績けられて，チウリヒの人々の結果と相ひ謝慮してみるの

は，皆様も銑に御承知の如くで，甚だ愉快なことであります．此の三澤氏

の観測結果は毎月非常に迅速に我が花山のブレテンに獲表せられて，天三

井びに地球物理學研究者のナこめに極めて大切な指針となり，しかも之れが

チウリヒから逸られる報告よりも遙かに早く吾々の手に入りますことは，

刻々攣化極まりなき太陽現象の研究のナこめに大切なことであります．

　黒貼や，共の他の太陽表面現象の観測の，協同井びに聯絡のため，世界

的のプログラムが要求されてるたのは第十九世紀の末からでありますが，

此の考へは1920年頃から愈々具膿化しまして，國際天文同盟の委員ナこちが

相談しましナこ結果，1925年頃からは，黒黙敷の観測はスヰスのチウリヒ天

文墓で綜合的に整理し，叉，紅焔の＃fi測は伊國フィレンチxの天文憂で綜合
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的に整理することとなりました．其の他，：太陽面の篇眞は從前通り，グリ

ニチ，ケ1プ，コダィカナルの三天文毫で撮影しナこものをグリニチで綜合

して測定してゐますし，叉，黒門個々の磁性観測はヰルソン山で行ひ，爾ほ，

カルシウム斑や水素斑による分光太陽寓眞は他の敷ケ所の天文豪でも組織

的に行はれるやうになりましナこ．又，ヰルソン山では紫外線の毎日観測を

1924年から始めましナこ．此等の日常観測（routine　wOrk）の結果は，迅速に獲表

すれば，釜する人が各方面に多いものでありますから，1928年の初めからチ

ウリヒで新刊のブレテン（Bulletin　f（）r　Character　Figures　of　Solar　Phenomena）

に印刷されて，三ケ月毎に獲行されることになりましナこ．之れは太陽の現

欣を知るナこめ重要な材料であります．

　米國スミソン學院の天文豪の事業としてアボト三等がやって居られる太

陽熱の測定は．1905年以來，永くヰルソン山に於いて，4江年夏期のみの観

測が行はれてるましナこが，1912年頃から，太陽熱が攣動ずるか否かの問題

が論議せられるやうになりましたので，数ケ所の観測地で同時槻測を行ふ

必要を生じ，先づ1918年からは南米チリ國のカラマに新親測所を開いて，

ヰルソン山の観測結．果と比較iすることとなりましナこが，1920年からはカラ

マを慶して，モンテズ1マに移りますと同時に，北孚球では，米國アリゾ

ナ州のハ】カハラに新観測所を開き，繹綾観測をすることとなりました．

こんなわけで，1918年からは南北爾地の同時観測が見事に行はれて，アボ

ト氏は太陽熱の攣動を熱心に三1｛下して居られますが，更に1928年からは，

南アフリカの薔ドaツ領ブルカロス山に一新観測所が開かれました，（同時

に，北米ではハ1カハラ観測所はカルフオニァ州テ1ブル山に移されまし

は此の如く谷々磯展進歩する太陽熱槻測により，黒鮎活動と太陽熱との關

ナニ．）アボト氏係を求め，更に進んで，特種な天国豫報も可能であると主張し

て居られます・尤も此のアボト氏等の太陽熱観測については，其の方法と精

確さとを可なり疑ってみる人もありまして，興る一部には論議が絶えませ

んのですが，しかし，アボト一等が1923年頃から主張してみる通り，太陽黒

黙の直接影響が1R乃至1．5日後に地球へ達して，太陽熱観測値に共れが現
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はれて來るといふことは，近頃，地磁氣其の他の方面からも漸く認められ

て來ましナこ黒瓢の影響の時聞差とほS“　一lkするのでありまして，　アボト氏

の論は可なり尊重すべき償値あるやうに思はれます．爾ほ，1928年頃，私

は太陽黒顯の短週期攣動として約15ケ月といふ週期を見つけましたが，之

れは最近アボト氏が太陽熱研究の方面からも立1澄されるやうになりましナこ．

　太陽スペクトルの研究も近年は大飛耀を試みましナこ．太陽のスペクトル

については，皆様も御承知の通り，1895年に三三のロ1ランド教授がフラ

ウンホプア線の波長や強度について劃期的な研究を獲表し，回れが永い間，

殆んど唯一の灌威として：尊敬されて居ましナこ．ところが，此のVlランド

の標準波長といふものには，或る微細な系統的誤差が存在することが今匪

紀の初めに指摘され，四って，新ナこに「國際波長」の標乏ll二がマイケルソンや

共の他の人々によって決定されました・そして，ロ1ランドの太陽スペク

トルを，根本から此の新波長系により作製し直すこととなり，ヰルソン山

のセント・ジョン一日が主として下れに滞り，鰍乍を費しましたが，漸く

1929年に至って之れが完成しましナこ．此のセント・ジョン氏の波長表は今後

永く標準となろものと思はれます．

　次ぎに，ロ1ランド教授が剛に述べました太陽スペクトルを研究しまし

ナこ時に，一つ々々の暗線の波長と彊度によって，太陽中に合計36種の化學

元素が認められナこのでありましナこが，呉の後，ボヅリ々々と他の元素が見

付けられるやうになり，1923年頃にはユ0種ばかり，加へられて居りました

が，こんどのセン50ジョン氏の研究により，今は総計58種の化學元素が認

められ，爾ほ昨今又，ルテチウムも認められましたので，約60種のものが

太陽スペクトルの中に認められるわけであります．淺り30種ばかりのう、ち，

多くは稀有の新元素であっナこり，原子量の大きい元素であるほかは，スペ

クトル二上，取り扱ひにくいハロゲン類であるとか，其の他の非金属類で

ありますことを考へますと，スペクトル學から太陽中の元素を槍出するこ

とは今日進歩の窮極に達しナこと言っても差支へありません．
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　過去十年間に約6回の皆飢日食がありましナこ・自口ち，1922年9月20日，

1923年9月10日，1925年1月24日，1926年1月14日，1927年6月29日・1929年

5月9日であります・尚ほ，今年に入りまして，4月20日に北米で極めて短

時開の金環前駆食が見えましたし，叉，贈る1930年10月21日には南太4三洋

のニワフ1手あたりで可なり好條件の皆銑日食が見える筈であります．

　此の激回の日食に當りまして，何れの場合にも，各國から各地へ多くの

観測隊が派遣せられましナこが，其のうち，米國と英國とが常に大規模の遠

征計書を濫行して，研究界を帽ドした形であるのは羨しい限りでありま

す．しかし，1923年頃からは，國暗回復のドイツ國から若干の観測隊が敷

回出ることになりましたのは注目すべきであります．我が日本からも昨

1929年には南洋へ二三の槻測隊が派遣され，悪天氣と戦ひながら可なり成

績を静めて蹄馴致しましたが，こうした日食の海外遠征は日本として殆ん

ど30年ぶりのことでありました，

　近年の日食観測に於いては，コロナやプロミネンスの爲眞撮影など常の

如く行はれ，主にスペクトル中の新線の獲見や，光輝の測定などが行はれ

ましナこが，しかし，此の十年を通じて，熱心に観測されれ新問題の一つは，

實にアaンシタイン教授のかの相槌原理を立遇するための星野摩切撮影で

ありましt：．尤も此の種の観測は，1919年5J］に英國の人々がアフリカと

南米とに出張して，最初の効果を戴けましナこが，しかし共の時の成績は飴

り決定的なものではありませんでしナこ，そこで1922年には米國リク天文豪

の人々が濠洲で頗る徹底的な結果を塞げ，それから1926年の時にも可なり

の成績を見ましfこ，咋1929年の南洋の日食は此の問題の研究のナこめに稀な

好暖酒が具はつて居ましナニので，日，英，米，獅，佛等の観測隊は皆此の

日的のカメラを準備してゐました．しかし，一般に室の雲が妨げましたの

で，本當に目的を達しナこのは米獅の親副乳のみと思はれます．未だ，しか

し此の日食の結果は詳しく獲表されてゐませんので，明瞭なことは分りま

せんが．

　とにかく，相封原理の謹明は，今までの日食観測からは殆んど完全に行
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はれて居ります．爾ほ此の相判原理の第二の三明方法である太陽のスペク

5ル波長の研究は，やはり1923年頃，米國のセント●ジョン氏と英國のエブ

アシェド二等によって立讃されましナこ．又，第三の謹明方法である水星近日

鮎の移動は，今尚ほ三界の一部に於いて多少の異論を申し出して居る人も

ありまずけれど，しかし大勢は何と言っても疑はれないやうであります．

それに，叉，恒星天文學の方面から，例へば，シリウスの三星のスペクト

ルや，遠距離の星や星霧の視線運動等から，是非，相封原理に嫁らなけれ

ば三二し得ない現象が近年多く槻測されて滲りましtこ．それ故，今日は，

相封原理を否定することは殆んど無冠の集と言はざるを得ません．

　太陽の構造については，Zis［it紀の初めから一種の簡軍なガス球論が多く

の人々の脳裏に考へられて居りましナこが，近年の新物理學の進歩により，

物質の根本要素に回する智識が豊富，A．つ，適確となり，叉，1921年に印

度のサノ、教授の提唱しましナこ電雛孚衝の理論が天禮の揚含に癒用されるや

うになりまして，太陽の構造に關する考察は躍進的に進みましナこ．サ・・氏

の説は米國のラセル教授に支持及び櫃尽せられ，更に，共の後は，エデン

トン，ミルン爾教授等の輻射≧F衝論の獲展により，軍に太陽の表面部のみ

ならす，眼に見えぬ内部の奥深い部分の構造までも，可なり確からしく推

理し得るに至りましナこ．尤も，今日の太陽構造論は，新しい物理學の進歩

と共に，叉，一般恒星の構造論とも極めて緊密な關係にあるのでありまし

て，結局，當然の蹄結として，太陽と恒星の研究は，宇宙の物質構造の謎

を解く重大な使命に向ひ，日々精進しつ・あるわけであります．

　此等の新しい太陽論の獲展の結果，太陽の光熱の原因や壽命なども近年

は極めて眞實に近いものが知られて來ましナこ．下しは，太陽内に於いて燃

焼や化學作用が行はれてるるとか，流星が落下するのであるとか，更に叉，

太陽が牧引するのであるとか，いろんな論によってかの無限の光熱の源泉

を詮明せんとしたのでありましナこが，何れも皆，今から顧ると，不充分な

ものでありましtこ．今日は，太陽を電離三態にあるガス球と見るのであり

ます．そして，この電離して，極端に輩純化された原子や電子が，電ヵや
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磁力や輻射エネルギの様々な形によって繰られてみるのでありまして，從

って，太陽全鐙が實に彪大なる電氣學實験室であります．電子や原子の無

限の離合集散によって，長短種々の電波を獲散しつ㍉更に叉，内部では

陰陽電子の中和解消によって，あらゆるエネルギが嚢射されつsあります．

太陽表面に見える黒鮎や白斑，羊毛斑や紅焔等，叉，コロナの現象など，

皆此の絶大な電氣現象のホンの一部の現はれに過ぎないのであります．（績）

海　外　だ　よ　り

　ノ、1ケイ♪

　アメリカ滞在が途方もなく長くなって終ひましナ：．先月末ヤ1キ1ス天

文蔓を訪問しましナこが，丁度雪の折で，随分寒い思ひをして來ましナこ．天

文墓の粘々から，山本さん御夫妻に宜しくと言傳てがあり，薮での御生活

が二品快であられたこと〉想像せられましすこ・

　　＋二月五日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピツバーグにて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上　　　田　　　穰

　賀　　正　　　　昭和六年正月・

　準素は眞に御無沙汰して申羅もありません．釜々御健勝に御活動の程で，

時’々，新聞などで拝見いたします・画廊期聞の二年間もほとんど流れ去っ

て仕舞って，今年は叉，拝眉の榮を得ることが出膨ます．四月末か，五月

上旬には灘學の劃定です．

　いつれ拝眉の上．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒　　木　　俊　　馬


